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Abstract.  Four and 24 specimens of two haemulids, Plectorhinchus gibbosus and Pomadasys 
quadrilineatus, respectively, were collected from several localities in Kagoshima Prefecture, 
southern Japan. Plectorhinchus gibbosus has never been recorded from Kyushu or Tanegashima 
Islands, the present specimens representing the first records of the species from the above areas. 
Although P. quadrilineatus has been sometimes recognized as a rare species in Japanese waters, 
numerous specimens of the species were collected from Kagoshima and schools of P. quadrilinea-
tus were recorded by underwater photographs from inshore of Yakushima Island. The two species 
are described on the basis of the collected specimens and underwater photographs. In addition, 
comparisons of P. gibbosus with a closely related species, Plectorhinchus cinctus, at juvenile 
stages are made in detail.

Key words:  Haemulidae, Plectorhinchus gibbosus, Pomadasys quadrilineatus, distribution, Ka-
goshima.

(要約)

　鹿児島県各地からイサキ科のクロコショウダイおよびスジミゾイサキが採集された. 前者は九州沿岸
および種子島からの初記録となる. 後者は日本国内では稀種と考えられていたが, 周年にわたり鹿児島県
内の各地から多数の個体が採集され, 種子島と屋久島で成魚が多数確認されたことから同島沿岸で本種
が再生産している可能性が示唆された. 本報告では鹿児島県から得られたイサキ科 2種を標本に基づい
て記載するとともに, 幼魚期のクロコショウダイとコショウダイの形態比較を行い, 両種は色彩および計
数形質で区別できることを確認した.
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　スズキ目イサキ科 (Perciformes: Haemulidae) 

のクロコショウダイ Plectorhinchus gibbosus  

(Lacepède, 1802) はインド・西部太平洋に分
布し (Mckay, 2001), 日本国内では琉球列島, 屋
久島, 八丈島および本州・四国の一部の地域 

(Shimada, 2002; Senou et al., 2002; 米沢, 2003; 

亀田ほか, 2005) から記録がある. 同科のスジ
ミゾイサキ Pomadasys quadrilineatus Shen & 

Lin, 1984は香港から日本近海にかけて分布す
る東アジア沿岸の固有種であり (Iwatsuki et al., 

1995; Sadovy & Cornish, 2000), 国内ではこれま
でに沖縄島および日本本土の各地から散発的
な記録があるほか (Shimada, 2002; 小西・中坊, 

2007; 財団法人鹿児島市水族館公社, 2008), 屋
久島で大規模な群が水中写真で報告されてい
る (瀬能・原崎, 2004). 

　鹿児島大学総合研究博物館が 2006–2009年
に行った鹿児島県での魚類相調査で, 県内の
九州沿岸と種子島から初記録となるクロコシ
ョウダイが採集された. また, 県内の諸地域か
ら 18個体のスジミゾイサキが採集され, 琉球
大学理学部の所蔵標本の調査から過去にも多
数の本種の標本が鹿児島県から採集されてい
ることが分かった. さらに, 種子島と屋久島の
沿岸でスジミゾイサキの成魚が多数確認され
たこと, および瀬能・原崎 (2004) 以降も周年
にわたり本種の群が屋久島沿岸で観察されて
いることから種子島・屋久島近海で本種が再
生産している可能性が高いことが明らかにな
った. そこで, 分布情報の蓄積を目的として鹿
児島県から得られたイサキ科 2種を標本と水
中写真に基づいて報告する. なお, 幼魚期の
形態が類似するコショウダイ Plectorhinchus 

cinctus (Temminck & Schlegel, 1844) とクロコ
ショウダイについて, 色彩と計数形質に着目
した形態比較を行った. 

　計数・計測は原則として Hubbs & Lagler  

(1947) に従い, コショウダイ属 Plectorhinchus 

の側線上方/下方鱗数は Satapoomin & Randall  

(2000) に従った. 背鰭および臀鰭の最後の 2

軟条は 1本として, 鰓耙数は左側の第 1鰓弓

について未発達のものも含めて計数した. 色
彩は生鮮時に撮影した標本のカラー写真に基
づいて記載した. 標準体長 (Standard length) は
本文中では体長または SL と表記する. 本報告
で用いた標本は, 鹿児島大学総合研究博物館 

(KAUM), 国立臺灣大学動物学研究所 (NTUM) 

および琉球大学理学部海洋自然科学科 (URM) 

に保管されている. 

Plectorhinchus gibbosus (Lacepède, 1802) 

クロコショウダイ
(Figs. 1A–D, 2) 

標本　4個体, 体長 24.1–394.4 mm. 薩摩半島: 

KAUM–I. 21089, 体長 394.4 mm, 鹿児島県南さ
つま市坊津町久志沖, 水深 27 m, 2009年 6月
25日, 定置網, 伊東正英. 大隅半島: KAUM–I. 

6235, 体長 24.1 mm, KAUM–I. 6236, 体長 42.8  

mm, 鹿児島県肝属郡南大隅町雄川河口 (31˚ 

13′03″N, 130˚45′49″E), 水深 1 m, 2007年 9月 5

日, タモ網, 松沼瑞樹. 種子島: KAUM–I. 5803, 

体長 73.4 mm, 鹿児島県熊毛郡中種子町苦浜
川河口 (30˚30′14″N, 130˚54′24″E), 水深 0.5 m, 

2007年 8月 12日, タモ網, 松沼瑞樹. 

記載　背鰭条数は XIV, 15, 臀鰭条数は III, 6–7, 

胸鰭条数は 16–17, 腹鰭条数は I, 5, 有孔側線鱗
数は 47–51, 側線上方鱗数は 9–11, 側線下方鱗
数は 15–17, 鰓耙数は 26–28 = 8–10 + 18–19. 体
各部測定値の体長に対する割合 (%): 最大体高
43.4–50.5; 体幅 18.3–20.6; 頭長 32.7–38.6; 吻長
11.0–12.6; 眼径 6.4–13.3; 眼窩下長 3.3–7.8; 両眼
間隔 10.1–11.2; 上顎長 12.1–15.8; 尾柄高 12.2–

12.9; 尾柄長 15.0–18.3; 背鰭前長 39.9–42.7; 臀
鰭前長 72.2–73.6; 腹鰭前長 36.5–42.3; 背鰭基
底長 62.0–67.8; 第 1背鰭棘長 2.2–5.8; 第 2背
鰭棘長 13.2–13.7; 第 3背鰭棘長 20.7–22.4; 第 4

背鰭棘長 21.8–24.9; 第 14背鰭棘長 11.6–14.1; 

第 1背鰭軟条長 16.2–19.5; 第 2背鰭軟条長
12.4–20.7; 臀鰭基底長 17.5–18.3; 第 1臀鰭棘長
3.3–10.7; 第 2臀鰭棘長 9.8–22.4; 第 3臀鰭棘長
7.5–18.2; 第 1臀鰭軟条長 12.8–20.6; 第 2臀鰭
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Fig. 1.  Fresh specimens of Plectorhinchus gibbosus (A–D) and P. cinctus (E–H) from Kagoshima 
Prefecture, Japan, showing color changes with growth. A. KAUM–I. 6234, 24.1 mm SL; B. 
KAUM–I. 6236, 42.8 mm SL; C. KAUM–I. 5803, 73.8 mm SL; D. KAUM–I. 21089, 394.4 
mm; E. KAUM–I. 4881, 36.2 mm SL; F. KAUM–I. 4883, 42.7 mm SL; G. KAUM–I. 4884, 
45.2 mm SL; H. KAUM–I. 2893, 184.0 mm SL.
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軟条長 12.8–21.3; 腹鰭棘長 10.4–17.8; 尾鰭長
22.0–27.8. 

　体高はきわめて高く, 縦扁する. 頭部は小さ
い. 口はやや下方に位置する. 吻を除いた頭部
と体全体は強い櫛鱗で覆われる. 唇は分厚く, 

成長に伴い肥大する. 下顎腹面に 6つの孔器
があり, 正中線に沿った溝は無い. 前鰓蓋後縁
は強い鋸歯状. 背鰭は 1基で大きく, 棘条部と
軟条部の間に深い欠刻がある. 臀鰭は第 2棘
が強大. 背鰭と臀鰭の基底は小さな鱗で覆わ
れる. 腹鰭は背鰭第 5棘下方, 臀鰭は背鰭第 1

軟条下方から始まる. 尾鰭は幼魚では扇形で, 

成魚では截形. 

　幼魚の生鮮時の体色は (Fig. 1A–C), 体長 43  

mm 以下では体と各鰭の地色はややオレンジ
色がかった黒色 (生時はオレンジ色みが増す). 

体長 73 mm 以上では体の地色は黄色みの褐色
で腹側は灰色, 体側の鱗の中央は黒色がかる. 

背鰭軟条部の上方 1/5–1/3は透明で, 透明部と
下部の間は白色. 体長 73 mm 以上の個体では
背鰭棘条部の鰭膜が灰色で, 軟条部の各鰭条
間に 1–2個の楕円形の黒色斑がある. 臀鰭は
軟条部の上部 1/4–1/2が透明で, 透明部と下部
の間は白色がかる. 背鰭と臀鰭の透明部は成
長に伴い縮小する. 胸鰭は透明. 腹鰭は体長 43  

mm 以下の個体ではオレンジ色がかった黒色, 

体長 73 mm 以上では灰色. 尾鰭は基部を除い
て透明で, 透明部と基部の間は白色. 体側に斑
紋や帯はない. 体長 200 mm 以上の若魚から成
魚では (Figs. 1D, 2), 頭と体の地色は灰色で, 体
背部は黒色がかる. 背鰭, 臀鰭および尾鰭, 吻
部と上唇は黒色. 各鰭や体側に帯や斑紋は無
い. 

　ホルマリン固定後に 70%エチルアルコール
で保存した標本の体色は生鮮時とほぼ同様で, 

全体に黒色がかる. 

同定　調査標本は, 下顎正中線に溝が無いこ
と, 背鰭棘数が 14であること, 臀鰭軟条数が
6–7であること, 側線上方/下方鱗数が 9–11/ 

15–17であること, 総鰓耙数が 26–28であるこ
と, 体側に斜走帯が無いこと, 体長約 70 mm 以

下の幼魚において体と鰭の地色がオレンジ色
がかった褐色であること, 背鰭棘条部に円形
の黒色斑が無いことから Plectorhinchus gibbo-

sus と同定された (Mckay, 2001; Shimada, 2002; 

本研究). 

分布　アフリカ東岸からポリネシア, オース
トラリアから南日本までのインド・西部太
平洋の広域に分布し (Mckay, 2001), 日本国内
では奄美大島以南の琉球列島, 屋久島と種子
島, 鹿児島県本土, 高知県, 三重県, 千葉県およ
び八丈島に分布する (石川, 1997; 鈴木・片岡, 

1997; Sakai et al., 2001; Senou et al., 2002; 米沢, 

2003; 亀田ほか, 2005; 本研究). 

コショウダイ幼魚との比較　コショウダイの
成魚は体側に斜走帯があること, および尾鰭
に多数の小黒色斑があることでクロコショウ
ダイと容易に区別できる (Shimada, 2002; Fig. 

1D, H). コショウダイの斜走帯は稚魚期から
発現するものの (小林・岩本, 1984), 液浸標本
では固定状態により斜走帯が不鮮明になる場
合がある. また, 幼魚期の両種はともに透明な
尾鰭をもつ. クロコショウダイ幼魚は Shimada  

(2002), 亀田ほか (2005) および Randall (2005), 

コショウダイ幼魚では益田ほか (1980) など複
数の研究者が簡易的に記載・図示しているが, 

幼魚期の両種の比較検討は行われておらずそ
の判別は容易でない場合がある. 

　そこで本研究では, 同定に際して分類形質
として用いるのに容易である色彩と計数形質
に着目して, 体長約 70 mm 以下の幼魚期にお
ける両種の差異を検討した. 幼魚期のクロコ
ショウダイはコショウダイと比較して (Fig. 

1), 体と各鰭の地色がオレンジ色みの褐色であ
ること (コショウダイでは一様に黒色), 背鰭棘
条部に斑点が無いこと [少なくとも体長 31.0  

mm 以上の個体で 2–4個の眼径大の黒色斑が
ある (稀に不鮮明)], 体側に斜走帯が無いこと 

(少なくとも体長 38.3 mm 以上の個体で背鰭棘
条部基底から尾鰭基部にかけて黒色斜走帯が
ある) などにより区別される. 

　また, クロコショウダイはコショウダイと
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比較して, 側線上方鱗数が少なく 10 (9–11) で
あること [コショウダイでは 16  (15–18)], 側線
下方鱗数が少なく 15または 16 (15–17) である
こと [vs. 21 (20–22)], 総鰓杷数が多く 27 (26–

28) であること [vs. 22 (21–24)], によっても区
別される. さらに, 両種は背鰭棘数が異なり
コショウダイでは 12, クロコショウダイでは
13–14であることによって識別される (Mckay, 

2001; Shimada, 2002; 亀田ほか, 2005; 本研究). 

生態　クロコショウダイの幼魚は河口など汽
水域に出現することが知られており (Sakai et 

al., 2001), 河口から採集された鹿児島県産ク
ロコショウダイの 3標本は, いずれも成魚の
色彩的特徴が発達していない幼魚であった. 

雄川河口で採集された 2標本 (KAUM–I. 6235, 

6236) は, 河底に沈んだ流木の周囲で波に揺ら
れるように定位していた. 一部のイサキ科魚
類には幼魚期の形態に海産有毒生物に似せた
ベイツ型擬態の効果があることが示唆されて
おり (瀬能・吉野, 2002), 体の地色が明るい褐
色で背鰭と臀鰭の上部および尾鰭が透明であ
ることなどのクロコショウダイ幼魚の形態に
も, 体色を枯葉の色彩に似せて, 体の輪郭を広
葉樹の葉のような楕円形に見せるといった隠

蔽擬態の効果がある可能性が高い. 本種の幼
魚には, あたかも漂流する落葉のように, 体側
を水面に接しながら浮遊する行動が知られて
いる (Randall, 2005). 

備考　日本国内におけるクロコショウダイの
分布は複数の研究者が琉球列島とし (益田ほ
か, 1980; Akazaki, 1984; Shimada, 2002), Sakai 

et al. (2001) は標本に基づき奄美大島を, 米
沢 (2003) は目録的に屋久島を分布の北限と
した. 大隅諸島以北の地域では, 鈴木・片岡 

(1997) が標本 (FRLM 5168, 体長不明) に基づ
き三重県の座賀島から, 石川 (1997) が目録的
に千葉県の夷隅川河口から, Senou et al.  (2002) 

が標本 (KPM-NI 10442, 体長 36.1 mm) に基づ
き八丈島から, さらに亀田ほか (2005) が標本 

(BSKU 73137, 体長 111.2 mm) に基づき高知県
の須崎湾から本種を報告した. したがって, 本
報告が標本に基づく本種の種子島と九州沿岸
からの初記録となる. なお, 屋久島では主に大
型河川の河口域で本種は普通にみられ, 宮之
浦川河口で体長約 200 mm の若魚が第 2著者
により水中写真で記録されている (Fig. 2). 国
内における本種の分布は黒潮流域とよく一致
しており, 黒潮が本種の分布の形成要因の一
つであることが強く示唆される. 

　なお, 本種の学名を Akazaki (1984) は Plecto-

rhynchus nigrus (Cuvier in Cuvier & Valenciennes, 

1830), 鈴木・片岡 (1997) は Plectorhynchus niger 

(Plectorhynchus nigrus のミススペル) とした
が, 現在では Pristipoma nigrum Cuvier in Cuvier 

& Valenciennes, 1830は Plectorhinchus gibbosus 

(Lacepède, 1802) の新参シノニムとされている 

(Mckay, 2001; Randall, 2005).

Pomadasys quadrilineatus Shen & Lin, 1984

スジミゾイサキ
 (Figs. 3–4; Table 1) 

標本　24個体, 体長 91.9–165.3 mm. 薩摩半島: 

KAUM–I. 2522, 体長 95.8 mm, KAUM–I. 2523, 

体長 116.3 mm, 鹿児島県南さつま市笠沙町

Fig. 2.  Underwater photograph of Plectorhinchus gib-
bosus, ca. 200 mm SL, mouth of Miyanoura River, 
Yakushima Island, Kagoshima Prefecture, Japan, 14 
Sep. 2005. Photo by S. Harazaki.
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片浦崎ノ山東側 (31˚25′44″N, 130˚11′49″E), 水
深 27 m, 2006年 11月 13日, 定置網, 伊東正
英; KAUM–I. 3933, 体長 116.3 mm, 鹿児島県
指宿市開聞川尻漁港沖南西 1 km (31˚10′N, 

130˚32′E), 水深 40 m, 2007年 6月 19日, 定置
網, 山田守彦; KAUM–I. 4225, 体長 98.9 mm, 採
集場所はKAUM–I. 2522と同じ, 2006年 12月
1日; KAUM–I. 13066, 体長 91.9 mm, 採集場
所はKAUM–I. 2522と同じ, 2008年 9月 9日; 

KAUM–I. 21052, 体長 106.2 mm, 鹿児島県南
さつま市笠沙町片浦高崎山地先 (31˚26′00″N, 

130˚10′05″E), 水深 36 m, 2006年 11月 22日, 定
置網; URM–P 39561, 体長102.6 mm, URM–P 39562, 

体長 107.0 mm, URM–P 39563, 体長 104.1 mm, 

URM–P 39564, 体長 103.0 mm, URM–P 39565, 

体長 108.3 mm, URM–P 39566, 体長 100.1 mm, 

鹿児島県笠沙町, 1998年 10月 21日. 大隅半
島: KAUM–I. 1458, 体長 102.7 mm, 鹿児島県
肝属郡内之浦町内之浦湾 (31˚17′N, 131˚05′E), 

水深 40 m, 2006年 12月 29日, 定置網, 山田
守彦; KAUM–I. 1517, 体長 111.5 mm, 鹿児島
県南大隅町佐多伊座敷港沖北 1 km  (31˚05′N, 

131˚41′E), 水 深 30–40 m, 2006年 12月 13日, 

定置網, 山田守彦; KAUM–I 14727, 体長 108.9  

mm, 採集場所はKAUM–I. 1517と同じ, 2008

年 11月 10日. 種子島: KAUM–I. 5675, 体長
165.3 mm, 鹿児島県熊毛郡南種子町島間港  

(30˚28′02″N, 130˚51′38″E), 水深 3–5 m, 2007年
8月 9日, 釣り, 目黒昌利; KAUM–I. 6152, 体
長 125.3 mm, KAUM–I. 6153, 体 長 107.1 mm, 

KAUM–I. 6154, 体長 108.9 mm, KAUM–I. 6155, 

体長 107.9 mm, KAUM–I. 6156, 体長 116.0 mm, 

KAUM–I. 6157, 体長 119.1 mm, KAUM–I. 6158, 

体長 107.8 mm, 種子島沖, 2007年 2月, 定置
網, 高山真由美. 屋久島: KAUM–I. 25047, 体長
103.8 mm, 鹿児島県熊毛郡屋久島町永田永田
川河口  (30˚23′52″N, 130˚25′34″E), 水深 0.5–1.0  

m, 2009年 10月 19日, 釣り, 目黒昌利. 

記載　計数と体各部の計測値の体長に対する
割合を Table 1に示した. 体は細身で, 縦扁す
る. 吻と口の周辺を除いた頭部, および体全体

が櫛鱗で覆われる. 下顎腹側の前方に 1対の孔
器と, 正中線に沿った溝がある. 両顎に小さな
円錐状歯からなる歯帯がある. 背鰭は 1基で, 

中ほどに欠刻がある. 臀鰭は小さく, 第 2棘は
強大. 背鰭および臀鰭の基底は小さな鱗で覆
われる. 胸鰭の先端は腹鰭の先端に達する. 尾
鰭は截形で, 後縁中央がわずかに湾入する. 

　生鮮時の体色は (Figs. 3–4), 体の地色は光沢
のある白色で背部は濃灰色. 体側に鮮やかな
黄色の細い縦帯が 5本ある. 最上方の 1本目
は項部の中央付近から始まり背鰭基底に沿っ
て縦走し軟条部基底で 2本目の縦帯と合流す
る. 2本目は両眼間から始まり側線と背鰭基底
の間を縦走し, 背鰭軟条部基底に沿い尾柄背
部に至る. 3本目は眼窩の上縁から始まり体の
前方では側線に沿って縦走し, 後方で 2本目
の縦帯と合流する. 4本目は眼窩の後縁から始
まり主鰓蓋の中央を通り, 尾柄で側線に沿い
尾鰭基底に至る. 5本目は胸鰭基底の後方から
始まり, 腹部を縦走し尾鰭基底の下部に至る. 

真横から見た場合, 1本目は確認しにくい. 鼻
孔と口の周りは黒色. 胸鰭は透明で鰭条に沿
って黒色素胞が密に分布する. 腹鰭は前半が
黄色で, 後半は白色. 臀鰭は全体が黄色で, 第 1

棘周辺と後方に狭い白色部がある. 背鰭と尾
鰭は全体が黄色で, 個体によって背鰭は黒色
がかる. 

　固定後の体色は, 体側の黄色縦線と鰭膜の
黄色が退色し, 全体に黒色がかる. 

同定　調査標本は, 臀鰭軟条数が 6–7である
こと, 下顎正中線に 1本の溝があること, 体側
に 5本の黄色縦帯があることから Pomadasys 

quadrilineatus に同定された (Iwatsuki et al., 

1995; Shimada, 2002). 

分布　日本国外では香港と台湾 (Shen, 1984; 

Shen & Lin, 1984; Sadovy & Cornish, 2000), 国
内では沖縄県, 屋久島と種子島, 鹿児島県本
土, 宮崎県, 高知県, 和歌山県および神奈川県
から記録がある (Yoshino, 1984; Iwatsuki et al., 

1995; 柳下, 2001; 瀬能・原崎, 2004; 紀伊民報, 

2007; 小西・中坊, 2007; 財団法人鹿児島市水
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Table 1.  Counts and proportional measurements, as percentages of standard length, of specimens of Pomadasys 
quadrilineatus, including non-types from Kagoshima Prefecture, Japan, and holotype from Taiwan. 

Non-type specimens
n = 24

Holotype
NTUM 5686

Locality Kagoshima Prefecture Taiwan
Standard length (mm) 91.9–165.3 117.8

Dorsal-fin rays XII, 12–14 (13) XII, 13
Anal-fin rays III, 6–7 (7) III, 7
Pectoral-fin rays 15–17 (16) 15
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Principal caudal-fin rays 17 17
Pored lateral-line scales + pored

scales on scaly sheath of caudal fin 49–55 + 6–12 (51+9) 60*

Scales above / below lateral line 6–9 (8) / 11–15 (12) 9 / 13
Gill rakers 18–21 (19) = 12–14 + 5–7 (13 + 6) 19 = 13 + 6
Cheek scales 9–15 (10) 11
Predorsal scales 39–59 (50) 40
Circumpeduncular scales 20–22 (22) —

% of standard length
Body depth 31.5–35.1 (32.9) 31.5
Body width 15.5–19.6 (17.5) 13.7
Head length 31.1–33.6 (32.5) 29.5
Snout length 8.8–10.2 (9.5) 10.0
Orbit diameter 9.3–11.6 (10.6) 8.8
Postorbital length 13.1–15.5 (14.2) —
Suborbital depth 4.2–5.6 (5.0) 5.4
Interorbital width 6.6–9.2 (7.5) 8.6
Upper-jaw length 9.4–11.0 (10.2) 9.8
Caudal-peduncle depth 10.2–11.9 (11.2) 10.6
Caudal-peduncle length 18.9–21.9 (20.2) 21.8
Predorsal-fin length 37.3–40.6 (38.8) 38.5
Preanal-fin length 64.5–72.8 (70.2) 67.9
Prepelvic-fin length 34.9–38.3 (36.1) —
Dorsal-fin base length 50.6–54.4 (52.3) 51.5
Anal-fin base length 12.8–14.7 (13.8) 13.6
Pelvic-fin spine length 12.0–15.2 (13.2) 11.7
1st pelvic-fin soft ray length 20.0–23.8 (22.3) —
Pectoral-fin length 23.0–27.1 (24.8) —
1st dorsal-fin spine length 3.4–5.1 (4.0) 4.2
2nd dorsal-fin spine length 9.2–12.3 (10.5) 10.7
3rd dorsal-fin spine length 14.7–17.5 (16.3) 15.8
4th dorsal-fin spine length 16.0–18.3 (17.3) 16.6
Last dorsal-fin spine length 6.4–9.5 (8.0) 7.0
1st dorsal-fin soft ray length 12.5–14.9 (14.3) 12.9
1st anal-fin spine length 4.8–6.5 (5.7) 5.3
2nd anal-fin spine length 12.5–18.3 (16.2) 14.9
3rd anal-fin spine length 10.8–14.0 (13.1) 12.0
1st anal-fin soft ray length 12.7–15.5 (14.4) 14.2

Modes and means in parentheses. 
*Total count. 
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族館公社, 2008; 本研究). 東アジア沿岸の固有
種 (Iwatsuki et al., 1995). 

生態　屋久島でスジミゾイサキの群が観察さ
れた環境は主に河口域であることから, 本種
には汽水環境を好む習性があることが示唆さ
れる. 

備考　日本国内において, スジミゾイサキは
採集記録が少ないことから長らく稀種と考
えられていたが (Yohino, 1984; Iwatsuki et al., 

1999), 瀬能・原崎 (2004) が屋久島から大規模
な群を水中写真で報告し, 同島沿岸に本種が
多数生息していることを示唆した. 本研究の
結果, 薩摩半島南端の鹿児島県南さつま市笠
沙町沖から 1998年 10月 21日に 6個体, 種子
島から 2007年 2月に 6個体, 和歌山県西牟婁
郡白浜町から 2006年 12月 13日に 4個体お
よび 2007年 1月 4日に 8個体と各地で短期
間に多数のスジミゾイサキが採集されている
ことが分かった (和歌山県産標本は 2個体を
除き京都大学総合博物館に所蔵). また, 2007

年 2月には種子島の中種子町にある量販店の

鮮魚売り場で本種が 7尾 1パックで多数販売
されていたことから (高山真由美女史, 私信), 

本種は種子島では商業種として恒常的に多獲
されていると思われる. また, 屋久島では 2004

年 6月に一湊川河口からスジミゾイサキの群
が報告されて以降 (瀬能・原崎, 2004), 2008年
10月に宮之浦川河口, 2009年 4月に永田港入
口でもそれぞれ 100個体以上の成魚からなる
本種の群が第 2著者により写真で記録されて
おり (Fig. 4), 周年にわたり本種の若魚から成
魚までの群が観察されている. 

　九州の南方, 特に種子島と屋久島の周辺海
域でスジミゾイサキが多獲されたこと, およ
び屋久島で周年にわたり本種の群が観察され
たことから, 本種は種子島・屋久島沿岸で再
生産している可能性が高い. 屋久島以北の九
州・四国・本州沿岸から散発的に得られてい
る本種は種子島や屋久島の個体群に由来し, 

黒潮によって偶発的に分散したものと考えら
れる. このような例はイトヨリダイ科のヤク
シマキツネウオ Pentapodus aureofasciatus Rus-

Fig. 3.  Fresh specimen of Pomadasys quadrilineatus, KAUM–I. 5675, 165.3 mm SL, off Shimama 
Port, Minami-tane, Tanegashima Island, Kagoshima Prefecture, Japan.



松沼瑞樹・原崎　森・目黒昌利・荻原豪太・本村浩之

– 65 –

sell, 2001でも報告されており (Motomura & 

Harazaki, 2007), 種子島・屋久島周辺海域で再
生産する魚類が黒潮流域の南日本太平洋側の
魚類相におよぼす影響は, 従来考えられてい
た以上に大きいことが予想され, 今後のさら
なる調査・研究が必要である. 

　スジミゾイサキの分布にインド洋および紅
海を含める見解があり (柳下, 2001; Shimada, 

2002; 小西・中坊, 2007), これらは Yoshino  

(1984) を踏襲したものと推察される. しか
し, Yoshino  (1984) はスジミゾイサキを西部
インド洋に広く分布する Pomadasys stridens 

(Forssål, 1775) と誤同定しており, ゆえにそ
の分布の記述も不適切である (Iwatsuki et al., 

1995). Iwatsuki et al. (1995) によればスジミゾ
イサキの分布は東アジア大陸沿岸に限定され
たものであり, 香港以南の太平洋およびイン
ド洋から本種の記録は無いため本研究でもこ
の見解を支持する. 

　なお, 本研究で P. quadrilineatus のホロタイ
プ (NTUM 5686, 体長 117.8 mm) を調査したと
ころ有孔側線鱗数が 60, 側線上方鱗数が 9, 背
鰭前方鱗数が 40, 頬鱗数が 11であり Shen & 

Lin (1984) による本種の原記載と比較して若

Fig. 4.  Underwater photographs of Pomadasys quadrilineatus from Yakushima Island, Kagoshima 
Prefecture, Japan. A. off Nagata Port, 18 m depth, water temperature 22.8˚C, 6 Apr. 2009; B-C. 
mouth of Miyanoura River, 5 m depth, water temperature 27.6°C, 14 Oct. 2008. Photos by S. 
Harazaki.
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干の差異が認められた (原記載ではそれぞれ
61, 10, 41, 12). 

比較標本　コショウダイ: KAUM–I. 2316, 体
長 30.6 mm, 鹿児島県日置市吹上町永吉川河
口 (31˚33′N, 130˚19′E), 2001年 6月 27–28日; 

KAUM–I. 2398, 体長 67.6 mm, KAUM–I. 19940, 

体長 58.2 mm, KAUM–I. 19941, 体長 53.9 mm, 

データ不明; KAUM–I. 2893, 体長 184.0 mm, 採
集場所は KAUM–I. 2522と同じ, 2006年 10月
28日; KAUM–I. 4881, 体長 36.2 mm, KAUM–I. 

4882, 体長 38.3 mm, KAUM–I. 4883, 体長 42.7  

mm, KAUM–I. 4884, 体 長 45. 2 mm, KAUM–

I. 4885, 体長 38.1 mm, 鹿児島県出水郡長島町
蔵之元小浜川下流 (32˚10′09″N, 130˚06′38″E), 

水深 0.5 m, 2007年 7月 21日, タモ網, 松沼
瑞樹; KAUM–I. 4906, 体長 31.0 mm, 鹿児島県
阿久根市浜町高松川河口 (32˚01′09″N, 130˚ 

11′31″E), 水深 0.5 m, 2007年 7月 22日, タモ
網, 松沼瑞樹; KAUM–I. 4916, 体長 33.3 mm, 鹿
児島県出水郡長島町下山門野汐見川河口 (32˚ 

06′31″N, 130˚08′33″E), 水 深 0.5 m, 2007年 7

月 24日, タモ網, 松沼瑞樹; KAUM–I. 4924, 体
長 42.3 mm, 鹿児島県阿久根市脇本新田川下
流 (32˚05′04″N, 130˚12′07″E), 水深 0.5 m, 2007

年 7月 24日, 松沼瑞樹; KAUM–I. 7078, 体長
139.8 mm, 採集場所はKAUM–I. 2522と同じ, 

2007年 9月 20日; KAUM–I. 9287, 体 長 38.5  

mm, 鹿児島県南さつま市笠沙町貝浜 (31˚24′ 
37″N, 130˚11′32″E), 水深0.5 m, 2007年8月4日, 

タモ網, 伊東正英. 

　クロコショウダイ: KAUM–I. 1613, 体長 55.0  

mm, 鹿児島県奄美市住用町山間川河口 (28˚ 

14′36″N, 129˚24′59″E), 1991年8月 20日, 池　俊
人・米沢俊彦. 

　スジミゾイサキ: NTUM 5686, Pomadasys 

quadrilineatus のホロタイプ, 体長 117.8 mm, 台
湾大里, 1982年 12月 8日; KAUM–I. 21571, 体
長 117.0 mm, KAUM–I. 21572, 体長 109.0 mm, 

和歌山県西牟婁郡白浜町富田の中浜, 2007年
1月 4日, 釣り, 池田博美. 
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